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令和２年度　弘前市橋梁点検結果一覧表 全101橋

橋梁名 橋梁名_ﾌﾘｶﾞﾅ 路線名 所在地
架設年次
(推定含む) 橋長(m) 判定区分

上岩木橋 ｶﾐｲﾜｷﾊｼ 下湯口如来瀬線 鳥井野 1961 91 Ⅱ

細川橋 ﾎｿｶﾜﾊｼ 湯口東線 湯口 1978 34 Ⅱ

館乃橋 ﾀﾃﾉﾊｼ 小栗山下湯口線 小沢 1973 15 Ⅰ

館乃橋歩道橋 ﾀﾃﾉﾊｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ 小栗山下湯口線 小沢 1983 15 Ⅱ

茶臼橋 ﾁｬｳｽﾊｼ 小栗山下湯口線 湯口 1977 24 Ⅱ

尾神橋 ｵｶﾞﾐﾊｼ 中野座頭石線 一野渡 1980 28 Ⅱ

新狼の森橋 ｼﾝｵｲﾉﾓﾘﾊｼ 小栗山下湯口線 狼森 1972 56 Ⅲ

福栄橋 ﾌｸｴｲﾊｼ 境関川合線 田園 1992 16 Ⅰ

早稲田橋 ﾜｾﾀﾞﾊｼ 早稲田福村線 早稲田 2002 20 Ⅰ

城東高田橋 ｼﾞｮｳﾄｳﾀｶﾀﾞﾊｼ 末広早稲田1号線 末広 1987 27 Ⅱ

城東豊田橋 ｼﾞｮｳﾄｳﾄﾖﾀﾊｼ 末広早稲田2号線 末広 1988 27 Ⅰ

大豊橋 ﾀｲﾎｳﾊｼ 高田苗生松線 新里 1969 210 Ⅱ

桜苅２号橋 ｻｸﾗｶﾞﾘ2ｺﾞｳｷｮｳ 青女子糠坪線 青女子 1960 19 Ⅱ

新大石川橋 ｼﾝｵｵｲｼｶﾜﾊｼ 小友笹舘線 小友 1980 35 Ⅱ

宇田野橋 ｳﾀﾉﾊｼ 三和樋口線 小友 1978 90 Ⅲ

大秋川橋 ﾀｲｱｷｶﾞﾜﾊｼ 中畑1号線 中畑 1966 20 Ⅲ

吉川橋 ﾖｼｶﾜﾊｼ 吉川線 黒土 1977 70 Ⅱ

高野橋 ｺｳﾔﾊｼ 高野線 国吉 1983 70 Ⅱ

平山橋 ﾋﾗﾔﾏﾊｼ 平山線 桜庭 1980 71 Ⅱ

樋田橋 ﾄｲﾀﾊｼ 藤代油伝線 横町 1999 33 Ⅰ

後長根橋 ｳｼﾛﾅｶﾞﾈﾊｼ 独狐中崎線 独狐 2001 52 Ⅱ

下宮舘橋 ｼﾓﾐﾔﾀﾞﾃﾊｼ 宮舘三ツ森線 宮舘 1978 15 Ⅱ

松安橋 ｼｮｳｱﾝﾊｼ 小比内松原線 学園町 1989 33 Ⅱ

川合橋 ｶﾜｲﾊｼ 堀越下川原5号線 川合 1993 46 Ⅰ

城門橋 ｼﾞｮｳﾓﾝﾊｼ 神田石渡線 向外瀬 1993 16 Ⅱ

上堅田橋 ｶﾐｶﾀﾀﾞﾊｼ 堅田田町線 宮川 1982 22 Ⅱ

下堅田橋 ｼﾓｶﾀﾀﾞﾊｼ 和徳城北線 和徳町 1979 26 Ⅰ

上西田橋 ｶﾐﾆｼﾀﾊｼ 撫牛子神田2号線 撫牛子 1978 38 Ⅰ

一野渡八幡橋 ｲﾁﾉﾜﾀﾘﾊﾁﾏﾝﾊｼ 一野渡中平山1号線 一野渡 1981 22 Ⅱ

館後橋 ﾀﾃｳｼﾛﾊｼ 舘後線 館後 1977 22 Ⅱ

桜苅橋 ｻｸﾗｶﾞﾘﾊｼ 青女子桜苅4号線 青女子 1979 15 Ⅰ

加賀橋 ｶｶﾞﾊｼ 中別所葛野3号線 宮舘 1971 17 Ⅲ

月見橋 ﾂｷﾐﾊｼ 八幡宮線 田茂木町 1967 19 Ⅱ

長安橋 ﾁｮｳｱﾝﾊｼ 山王1号線 山王町 1968 19 Ⅱ

薬王院橋 ﾔｺﾞｳｲﾝﾊｼ 薬王院線 和徳町 1969 16 Ⅱ

桂１号橋 ｶﾂﾗ1ｺﾞｳｷｮｳ 種市小島2号線 種市 1971 15 Ⅱ

大石川橋 ｵｵｲｼｶﾜﾊｼ 小友下向1号線 貝沢 1980 31 Ⅲ

白山橋 ﾊｸｻﾝﾊｼ 鬼沢後田1号線 鬼沢 1973 36 Ⅱ

蔵助沢２号橋 ｸﾗｽｹｻﾞﾜ2ｺﾞｳｷｮｳ 百沢高岡線 百沢 1980 13 Ⅱ

五郎兵堰橋 ｺﾞﾛｳﾍﾞｴｾﾞｷﾊｼ 百沢高岡線 百沢 1980 8 Ⅱ
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清水橋 ｼﾐｽﾞﾊｼ 百石町富田線 紙漉町 1977 14 Ⅰ

富永１号橋 ﾄﾐﾅｶﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ 松木平堀越線 松木平 1979 14 Ⅰ

小島１号橋 ｺｼﾞﾏ1ｺﾞｳｷｮｳ 種市小島1号線 種市 1973 14 Ⅰ

船水１号橋 ﾌﾅﾐｽﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ 船水3丁目3号線 船水 1970 13 Ⅰ

杭止２号橋 ｸｲﾄ2ｺﾞｳｷｮｳ 兼平石山線 五代 1970 5 Ⅰ

茂上橋 ﾓｶﾞﾐﾊｼ 宮地山麓線 葛原 1977 8 Ⅰ

上弥生橋 ｶﾐﾔﾖｲﾊｼ 百沢弥生線 百沢 1964 5 Ⅰ

大黒橋 ｵｵｸﾞﾛﾊｼ 百沢弥生線 百沢 1970 13 Ⅰ

水無沢橋 ﾐﾅｻﾜﾊｼ 百沢弥生線 百沢 1970 5 Ⅰ

津軽かんぱい８号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ8ｺﾞｳｷｮｳ 鳥井野如来瀬線 鳥井野 1970 5 Ⅰ

稲荷馬屋町橋 ｲﾅﾘﾏﾔﾁｮｳﾊｼ 五十石町3号線 下白銀町 1960 5 Ⅰ

藤代２号橋 ﾌｼﾞｼﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 浜の町藤代線 浜の町 1960 4 Ⅰ

藤代４号橋 ﾌｼﾞｼﾛ4ｺﾞｳｷｮｳ 藤代1丁目1号線 藤代 1960 3 Ⅰ

藤代５号橋 ﾌｼﾞｼﾛ5ｺﾞｳｷｮｳ 藤代1丁目1号線 藤代 2008 6 Ⅰ

浜の町１号橋 ﾊﾏﾉﾏﾁ1ｺﾞｳｷｮｳ 浜の町西3丁目1号線 浜の町 1970 2 Ⅰ

浜の町２号橋 ﾊﾏﾉﾏﾁ2ｺﾞｳｷｮｳ 浜の町東4丁目1号線 浜の町 1970 5 Ⅰ

外瀬１号橋 ﾄﾉｾ1ｺﾞｳｷｮｳ 外瀬1丁目2号線 藤野 1970 5 Ⅰ

高屋１号橋 ﾀｶﾔ1ｺﾞｳｷｮｳ 藤代油伝線 高屋 1970 3 Ⅰ

石渡４号橋 ｲｼﾜﾀﾘ4ｺﾞｳｷｮｳ 石渡五丁目2号線 石渡 1970 2 Ⅰ

浜の町３号橋 ﾊﾏﾉﾏﾁ3ｺﾞｳｷｮｳ 浜の町東5丁目10号線 藤野 2008 5 Ⅰ

三日月橋 ﾐｶﾂﾞｷﾊｼ 津賀野三日月線 津賀野 1970 4 Ⅰ

清野袋２号橋 ｾｲﾉﾌｸﾛ2ｺﾞｳｷｮｳ 清野袋岩賀線 清野袋 1950 2 Ⅱ

清野袋３号橋 ｾｲﾉﾌｸﾛ3ｺﾞｳｷｮｳ 津賀野清野袋線 清野袋 1950 2 Ⅰ

木別２号橋 ｷﾍﾞﾂ2ｺﾞｳｷｮｳ 向外瀬2丁目1号線 向外瀬 1950 3 Ⅰ

木別３号橋 ｷﾍﾞﾂ3ｺﾞｳｷｮｳ 向外瀬2丁目1号線 向外瀬 1970 2 Ⅱ

木別４号橋 ｷﾍﾞﾂ4ｺﾞｳｷｮｳ 向外瀬2丁目1号線 向外瀬 1950 2 Ⅱ

木別５号橋 ｷﾍﾞﾂ5ｺﾞｳｷｮｳ 向外瀬2丁目2号線 向外瀬 1950 2 Ⅰ

西城北１号橋 ﾆｼｼﾞｮｳﾎｸ1ｺﾞｳｷｮｳ 西城北2丁目1号線 西城北 1950 2 Ⅱ

神田１号橋 ｶﾝﾀﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ 撫牛子和徳町線 神田 1980 2 Ⅰ

神田２号橋 ｶﾝﾀﾞ2ｺﾞｳｷｮｳ 神田4丁目1号線 神田 1980 3 Ⅰ

神田３号橋 ｶﾝﾀﾞ3ｺﾞｳｷｮｳ 神田4丁目2号線 神田 1980 3 Ⅰ

神田４号橋 ｶﾝﾀﾞ4ｺﾞｳｷｮｳ 神田4丁目2号線 神田 1980 2 Ⅰ

神田５号橋 ｶﾝﾀﾞ5ｺﾞｳｷｮｳ 神田4丁目3号線 神田 1980 2 Ⅱ

神田６号橋 ｶﾝﾀﾞ6ｺﾞｳｷｮｳ 神田5丁目1号線 神田 1980 2 Ⅰ

田町１号橋 ﾀﾏﾁ1ｺﾞｳｷｮｳ 田町4丁目1号線 田町 1980 3 Ⅰ

津軽かんぱい１号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ1ｺﾞｳｷｮｳ 岩木高校2号線 駒越 2006 6 Ⅰ

津軽かんぱい２号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ2ｺﾞｳｷｮｳ 一町田近名線 一町田 2006 6 Ⅰ

岩屋敷橋 ｲﾜﾔｼｷﾊｼ 高屋岩屋敷線 熊嶋 1962 2 Ⅰ

旗鉾１号橋 ﾊﾀﾎｺ1ｺﾞｳｷｮｳ 旗鉾線 熊嶋 1952 2 Ⅰ

船水２号橋 ﾌﾅﾐｽﾞ2ｺﾞｳｷｮｳ 船水4号線 船水 1970 5 Ⅰ
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津軽かんぱい３号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ3ｺﾞｳｷｮｳ 熊嶋真土線 真土 2006 6 Ⅰ

津軽かんぱい４号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ4ｺﾞｳｷｮｳ 一町田真土線 一町田 2006 6 Ⅰ

勝剣林橋 ｶｯｹﾝﾊﾞﾔｼﾊｼ 一町田真土線 一町田 1961 3 Ⅰ

早川１号橋 ﾊﾔｶﾜ1ｺﾞｳｷｮｳ 一町田3号線 高屋 1977 2 Ⅰ

早川４号橋 ﾊﾔｶﾜ4ｺﾞｳｷｮｳ 高屋岩屋敷線 高屋 1977 2 Ⅰ

津軽かんぱい６号橋 ﾂｶﾞﾙｶﾝﾊﾟｲ6ｺﾞｳｷｮｳ 熊嶋近名線　 一町田 2006 6 Ⅰ

杭止３号橋 ｸｲﾄ3ｺﾞｳｷｮｳ 兼平築舘線 五代 1950 3 Ⅰ

山田１号橋 ﾔﾏﾀﾞ1ｺﾞｳｷｮｳ 如来瀬石山線 如来瀬 1970 2 Ⅰ

五代橋 ｺﾞﾀﾞｲﾊｼ 五代高舘線 五代 1970 3 Ⅰ

葛原１号橋 ｸｽﾞﾊﾗ1ｺﾞｳｷｮｳ 茂上葛原線 葛原 1970 3 Ⅰ

百沢寺沢橋 ﾋｬｸｻﾞﾜﾃﾗｻﾜﾊｼ 百沢小学校線 百沢 1980 2 Ⅰ

小松野２号橋 ｺﾏﾂﾉ2ｺﾞｳｷｮｳ 小松野線 百沢 1980 2 Ⅰ

小森山橋 ｺﾓﾘﾔﾏﾊｼ 百沢2号線 百沢 1970 2 Ⅰ

湯ノ沢２号橋 ﾕﾉｻﾜ2ｺﾞｳｷｮｳ 常盤野1号線 常盤野 1960 3 Ⅰ

津軽羽黒橋 ﾂｶﾞﾙﾊｸﾞﾛﾊｼ 羽黒瑞穂線 常盤野 1980 3 Ⅰ

湯段橋 ﾕﾀﾞﾝﾊｼ 岳湯段瑞穂線 常盤野 1970 3 Ⅰ

熊嶋２号橋 ｸﾏｼﾞﾏ2ｺﾞｳｷｮｳ 熊嶋賀田線 熊嶋 1960 4 Ⅰ

高屋３号橋 ﾀｶﾔ3ｺﾞｳｷｮｳ 熊嶋賀田線 高屋 1980 2 Ⅰ

兼平１号橋 ｶﾈﾋﾗ1ｺﾞｳｷｮｳ 鳥井野兼平線 兼平 2013 3 Ⅰ

鳥井野１号橋 ﾄﾘｲﾉ1ｺﾞｳｷｮｳ 鳥井野兼平線 鳥井野 1970 2 Ⅰ

弥生１号橋 ﾔﾖｲ1ｺﾞｳｷｮｳ 弥生2号線 中別所 2019 4 Ⅰ

表2：R2_健全度の割合

判定Ⅰ

65橋

判定Ⅱ

31橋

判定Ⅲ

5 橋

状　態

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態

Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

区　分

表1：判定区分


